
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

 子どもの食を取り巻く環境は大きく変化しており、食事の在り方は体のみならず心の

健康への影響も指摘され、食育が注目されている。本稿では、絵本の読み聞かせか手作り

資料等のいずれかと簡単なクッキングを組み合わせた食育を実施し、食育の指導媒体と

しての絵本の有用性を検討した。なお、クッキングでは絵本や資料の内容に関連した簡 

単なおやつを作った。対象は、Ｒ学童保育の１～４年生の 33 名とＭ学童保育の１～３年

生の 35 名とし、2009 年６月から 2010 年２月まで 11 月を除く毎月１回、学童保育のク

ラブハウスを会場に食育を実施した。保護者のアンケート調査結果から、絵本の読み聞か

せによる食育では 69.6％が、手作り資料等による食育では 70.0％が家庭で食育の内容を

家族と話題にしており、手作り資料等による食育と同様に絵本の読み聞かせによる食育

も、児童の食への関心が高まっていることが伺えた。また、絵本の読み聞かせでは、児童

は集中して話を聞いてくれたが、手作り媒体では、媒体に興味をもち、聞いてくれる児童

も大勢いたが、最後まで話を聞いてくれない児童もおり、思うように話が進まないことが

あった。このことから、絵本は食育の導入として媒体より効果があると思われる。 

 

＜感想＞ 

 食の問題を抱える子どもが多い現在において、絵本を使った食育は非常に必要とされ

る。実際に子どもたちがクッキングを行うことで、食べ物の好き嫌いや食わず嫌いを減

らすことができる。実際、私もそのような経験がある。自分が苦手とする食べ物を、自

分で調理すると、不思議なことに美味しく食べることができる。現在は共働き世帯が多

いため、子どもたちが親と一緒に料理を作る機会は減っていると思われる。そんな中、

このような食育を行うことの価値は食育以外の面にもあると考える。食育は、家庭でも

行うことが可能だが、共働き世帯の増加がそれを難しくさせている。食事の在り方は、

体のみならず心への健康にも影響するため、絵本・クッキング・食育の 3 点が揃った取

り組みを多くの保育施設で実施することができればと思う。 
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